
ひと息コラム『巨龍のあくび リターンズ 』http://www.toyo-sec.co.jp/china/column/yawn/index.html              

                                                                  

最終ページに重要なお知らせ「注意事項」がありますので必ずお読みください。 

1/3 
 

東洋証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第 121号 

日本証券業協会 加入 

本社所在地 〒104-8678 東京都中央区八丁堀 4-7-1 ℡03-5117-1040 

第３６３回：国家監察委員会構想とは 

   

準高齢者の仲間入りをしたこの齢になっても、まだ読んだことのない有名な書籍が山ほどある。そのくせ

有名なくだりだけ覚え、なんとなく読んだ気になっている本がないでもない。困ったことだ、たとえば・・ 

「僕は二十歳だった。それが人生で最も美しい時だなんて誰にも言わせない」＝ポール・ニザン《アデン・

アラビア》、 

「世界史上の大事件と大人物は二度現れるとかつてヘーゲルは書いた。だがヘーゲルは次の言葉を付

け加える事を忘れた。《一度目は悲劇として、二度目は喜劇として》」＝カール・マルクス《ルイ・ボナパルトの

ブリュメール 18日》  

「きょう、ママンが死んだ」＝アルベール・カミュ《異邦人》 

イギリスのジョン・アクトン卿が残した「権力は腐敗する、絶対的権力は絶対に腐敗する」も同様で、その

警句しか知らない。そこで反省しつつ原文を読むとこうだった。「Power tends to corrupt, and absolute power 

corrupts absolutely. Great men are almost always bad men.」、「権力は腐敗する傾向を持つ、絶対的権力は

絶対的に腐敗する。偉大な人物の、ほとんど大半は悪しき人物である」。つまり長いこと権力の座にしがみ

付いていると、たいていの人間は堕落して道徳心を失う。だからこそ、権力や社会的地位の保持には責任

が伴う。これがノブレス・オブリージュだ。 

  

 閑話休題ではなく、それに関連するニュースを紹介しよう。今年初、中国共産党の検非違使役を勤める、

中央規律検査委員会（規検委）の総会が開催された。この総会では今月５日から開催される全国人民代表

大会（全人代）に向けて、汚職摘発に当たる規律検査機関を監督し、腐敗を防ぐための「監督規則（試行）」

が採択された。同時に、反腐敗闘争の制度化に向けた「国家監察法」の制定や、「国家監察委員会」の設立

準備が今年の任務として確認されており、現状ベールに包まれたままの内容が国内外で注目されている。 

 国家監察委の設立に向け、全人代常務委員会は既に昨年１２月、北京市、山西省、浙江省への監察委の

試験導入を決定しており、新組織は行政監察や汚職防止、検察による汚職捜査等の機能を統合した大掛

かりな機関となり、全ての公務員を監査対象にするようだ。でもこれだけでは、わかったようで、よくわからな

い内容だ。 

 

 ここで重要なのはテスト運転の地に指定された三つの地域の意味である。これを見逃したら、なにも理解

できない。首都北京はもちろん習近平政権の「王城の地」である。この地で腐敗汚職が跳梁跋扈するような

事態になれば政権はもたない。腐敗根絶の制度、監視、懲罰に関するメカニズム構築等が、北京できっちり

ワークするよう全力を挙げて取り組むのは当然だ。 

「こんなときは本社北京の常務取締役人事部長よりは、執行役員広東支店長の方がよっぽどありがたい、

降格でもいいから転勤させてもらいたい」と友人の大手国有銀行幹部はこぼしていた。 

 省都・杭州のある浙江省は、習近平主席が出世の糸口を掴んだ「登龍門の地」だ。同氏はここで初めて、
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省党委書記（省内の最高責任者）になり、ここから上海のトップを経て中央入りを果たした。今秋開催の中共

第１９回党大会で、習主席は権力固めの総仕上げを行いたい考えであり、同氏の福建省や浙江省時代の

部下を続々と抜擢し始めている。 

代表的な人物を挙げると、夏宝龍・浙江省書記、巴音朝魯・吉林省書記、蔡奇・北京市長、李強・江蘇省

書記、陳敏爾・貴州省書記、鐘山・商務相・・・従来は無名に近い連中であったが、このなかからサプライズ

で最高指導部入りする人物が何人か出てくるだろう。彼らが、むかし浙江省時代の問題で蹉跌をきたさない

よう配慮するのは上司として当然の義務だろう。因みに、習氏の浙江省時代の側近たちは、同氏がむかし

浙江日報に連載したコラム「之江新語」から、「之江新軍」や「之江派」と呼ばれている。 

一方、山西省は中国最大の石炭産業の中心として、巨大な金権と利権が交差する中国最大の金環蝕の

地である。胡錦濤前主席の側近で、胡政権で官房長官の役目を勤めた令計画氏を始めとする「山西閥」の

要人がこの数年間で多数検挙されており、ここ山西省は習近平政権にとって「敵軍の地」である。山西省で

溺れた敵方の狗は、棒でもマキザッポウでもいいから、とことん叩く制度を作っているのだろう。 

  

国家監察委は来年３月に発足する。取締りの対象者は公権力を行使する全ての公務員が対象だ。中国

で腐敗塗れの悪党といえば、高級官僚、党の要人、金融のトップ等が思い浮かぶが、漢土では金を払えば

内申書や推薦状をいかようにも書いてくれる悪徳教師や、高額の謝礼金を要求する悪漢外科医等、悪玉の

活躍するエリアは日本より遥かに広い。加えて、もっと悪いやつらがいる。山吹色の銘菓を贈れば、いとも

簡単に転ぶ警察官や裁判官たちだ。 

だから、国家監察委は政府や検察に分散した行政監査や贈収賄摘発等を一元的に統括する組織であり、

民主主義国に住むわれわれには、ちょっと理解しがたいことだが、政府（国務院）とほぼ同格の組織のよう

だ。そんな巨大組織のトップ最有力候補といえば、今秋の党大会を６９歳で迎え、内規では引退するはずの

王岐山・規検委主任（中国の序列第６位）しかいない。 

習近平氏の構想は「本来は引退すべき年齢だが、諸般の事情から、余人をもって代え難い」という理屈で、

ヘアスタイルが一寸不自然な盟友を続投させることにある。もし、これに成功すれば、１９回大会の更に５年

後、２２年の第２０回党大会で、６９歳を迎える自らの再続投をも視野に入ってくるだろう。（了） 

 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                                   平成２９年３月１日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が 3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低 2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


